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木十加的貨麟■7 第1次効・黒 隔栗一嘗｝ノI一。 笛9次効嬰イj加的貨幣∠Z　第1次効果
　　　第1図
固契界貸呈H∠L1　姜菖2次交カ果
　　第2図
1
　第1図に示したように，付加的貨幣∠Mが企業セクターに与えられた場合，
第1次効果として，限界現金通貨」Z。として，限界労働」N、が雇われれば，
限界所得」Y、を生み，それは家計における限界消費』C。の残りの部分である
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　　　　　　　　　　　　　　　第4図
限界貯畜」S、を生み，そのうち家計に留保される現金部分∠Rh・を残して金融
機関に預金される。また企業に流人した家計の限界消費』C・の現金は・企業
の保留部分」Re。を残して金融機関に預金』De、され、金融機関では，家計か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　369
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らの預金」Dh、と含して，」D1となり，この限界預金」D1は金融機関に留保
される現金部分λ賄を残して，賃出∠L・される。（第1図）
　この限界貸出∠L。は企業において，家計の限界消費」C、として手に入れた
現金と合し，限界留保部分」Re。を残して，第2次効果として，隈界労働州。
が雇われれば，限界所得」Y。を生み，それは家計における限界消費∠C。の残
りの部分である限界貯蓄」S。を生み，家計に留保される現金部分∠Rh。を残し
て金融機関に預金される。また企業に流人した家計の限界消費」C。の現金は、
企業の保留部分∠Re1を残して金融機関に預金∠De1され、金融機関では，家
計からの預金∠Dh、と合して，∠D1となり，この限界預金」D毘は金融機関に
留保される現金部分」恥を残して，貸出」L・され乱（第2図）
　更に第3次効果として，限界留保部分∠Re。を残して，隈界労働」N。が雇わ
れ・…　　というように続き，各変数の大きさが変化して行き，最終的には、
次式のようになるであろう。
　　』N＝Σ∠N、，∠Y＝Σ凶Y、，∠1C＝Σ凶Ci，∠1S＝Σ凶Si，」D：Σ∠Di，
　　∠L＝別Li，」R二Σ｛」Rhi＋」Re、十∠Rム｝＝」M
　これを図に表せば、第3図を画くことが出来るであろう。また，IS－LM曲練
との関係を示す一致分析図を第4図に示した。
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